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研究成果の概要（和文）： 

ホルチン右翼前旗は、日本の帝国主義政策や内モンゴル地域における鉄道網の拡大とい

った要因と密接に関わりながら近代的な都市化が進められ、戦後変動期の内モンゴルにお

けるナショナリズムの拠点地となった。一方で、フルンボイル地域では、独自のアイデン

ティティに基づくナショナリズム運動が展開された。その歴史的背景として、清朝時代の

八旗制システムが温存されていたこと等が挙げられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Horqin Right Front Banner became the base of the nationalism campaign of Inner 

Mongolia in aftermath of WWⅡ. This area developed as a modern developed city to be 

related to Japanese imperialism and railway network. On the other hand, Mongolian 

inhabitants in Hulunbuir developed a nationalism campaign based on unique identity 

in aftermath of WWⅡ. There were some historical factors, the Eight Banner system in 

Hulunbuir and so on. 
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１．研究開始当初の背景 

20 世紀初頭のモンゴル地域では、内・外モ
ンゴルの政治的分断状態が続いており、第二
次世界大戦の終戦前夜に、中ソ友好同盟条約

（1945 年 8 月 14 日）が締結された結果、外
モンゴル（モンゴル人民共和国）の法的独立
がはじめて確定するに至った。一方で、外モ
ンゴルから外れた地域、すなわち、「満洲国」
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や「蒙疆政権」に組み込まれていたモンゴル
人居住地域では、モンゴル人政治家・軍人・
知識人が、様々な活動を通じて地域統合のあ
り方を模索することになる。最終的にこれら
の地域は、1947 年の内蒙古自治政府の成立、
1949 年中華人民共和国の成立を経て、中国共
産党のもとで一つの「内モンゴル」として統
合されるに至った。 

かかる戦後変動期（1945-1949 年）におい
て、モンゴル人自らがいかなる地域統合を模
索し、いかなるナショナリズム運動を展開し
たか、東アジアにおける前近代と近代の連続
性や冷戦構造への転換を考察するうえでで
も、また、大国中心の歴史像を相対化する上
でも重要な問題と考える。 
 しかしながら、従来は資料的制約などから
モンゴル人の言説や具体的な政治活動は殆
ど明らかにされていない。またモンゴル各地
で起きたナショナリズム運動の差異、それぞ
れの地域で内在化していた意識構造の差異
まで踏み込んだ研究は少ないと言える。 
 
２．研究の目的 

以上の問題関心から、本研究では、戦後変
動期に活動したモンゴル人を対象に、第一に、
文献史料や口述資料を収集・分析することで、
彼らの果たした歴史的役割を実証的に明ら
かにする。特に、モンゴル人知識人のオーラ
ル・ヒストリーを研究の一環に組み込み、高
齢のインフォーマントから聞き取った口述
史料を学会で共有化することを目指す。 

第二に、異なる地域のモンゴル人知識人・
政治家の言説を分析し、それぞれの地域で内
在化していた地域固有のアイデンティティ
およびその重層性を明らかにし、当該期のナ
ショナリズム運動の淵源や特質を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 

モンゴル国立歴史中央アルヒーフ、モンゴ
ル国立図書館、国立台湾大学、台湾・国史館、
中国国家図書、日本国会図書館などにおける
史料調査を継続的に行い、1940 年代に内モン
ゴル各地やウランバートルで出版発行され
た新聞・雑誌のほか、戦後の日本・中国・モ
ンゴル国で出版された手記・回想録などを収
集した。また文献調査の他に、フルンボイル
地域出身者からの聞き取り調査を継続的に
行う。 

文献史料と口述史料を相互に補完するこ
とで、モンゴル人知識人の視点に立った歴史
分析を試みる。 
 
４．研究成果 

①20世紀のフルンボイル地域（現在の中国
内蒙古自治区呼倫貝爾市西南部）において近
代的なモンゴル民族意識がどのように形成

されたのかを明らかにした。1945 年秋にハル
ハ（外モンゴル）へ集団移住を決行したモン
ゴル・シンバルガ族の基層社会おける、民族
アイデンティティの重層性と、八旗制や「ア
イマグ」（遊牧基層社会の結合組織）を基盤
とした地域統合の模索過程を明らかにした。
すなわち、清朝の帝国支配構造（エスニック
グループの移住と八旗への編成）、それと併
存する遊牧社会の凝集力（「アイマグ」）、地
域社会で共有された過去の歴史記憶（マンラ
イ・バートル・ダムディンスレンの活躍）な
どは、フルンボイル地域社会に内在化された
アイデンティティとして蓄積された。 
注目すべき点は、清朝雍正年間にエスニッ

クグループの強制的な移住が実施され、彼等
が八旗制という外在的な枠組みへ再編され
た点である。すなわちフルンボイル地域の場
合は、外藩とは異なり、王公という地域統合
の核が廃止され、支配者の強制によって社会
内部が再編されたことを意味する。20世紀を
通じて、清朝統治の枠組みそのものがフルン
ボイル八旗アイデンティティとして内在化
してゆくことになった。それが、他の内モン
ゴル地域社会とは異なる独自のアイデンテ
ィティと凝集性を保持する背景となり、第二
次世界大戦後の社会変動に大きな影響を及
ぼした。 
1945 年 12 月にエルヘムバット（額爾欽巴

図、1882-1951、呼倫貝爾自治省長）が執筆
した『巴爾虎部簡史』は、国際社会の変動期
に、フルンボイルでいかなる政権を樹立する
のかという問いかけのなかで執筆されたと
推測できるもので、当時のフルンボイル地域
上層部のアイデンティティが反映されてい
る。要約すれば、本書の内容は二つのアイデ
ンティティから構成されており、それはフル
ンボイルにおけるナショナリズムを理解す
る視座となると思われる。つまり、ハルハか
らの移住者集団としてのバルガ・アイデンテ
ィティと、多様なエスニックグループを包括
する領域空間としてのフルンボイル八旗ア
イデンティティである。エルヘムバットの歴
史観によれば、フルンボイル八旗は、離散バ
ルガ族の正統性意識を保持するとともに、強
固な地域アイデンティティの核となってい
たことがわかる。 
 

②フルンボイル地域出身者のインフォーマ
ントが所有していた古文書について、史料紹
介を執筆した。1945 年 9 月から 10 月頃にか
けて、フルンボイル地域において作成された
「シンバルガ（新巴爾虎）左翼総管衙門文書」
と題されるものである。これは、第二次世界
大戦の終結という転換期、フルンボイル自治
省政府の成立前夜に作成された、地域の行政
末端組織に関する史料である。フルンボイル
自治省政府は、ソ連軍及びモンゴル人民共和



 

 

国軍の支援をうけて 10 月 1 日付で満洲国興
安北省の領域を引き継ぎハイラル（海拉爾）
で成立した政権であるが、満洲事変（九一八
事変）以前まで施行されていた同地域におけ
る自治の回復を目指し、政権発足直後から中
国共産党や国民政府との交渉に着手した。省
政府首席には、満洲国時代の興安北省長エル
ヘムバット（額爾欽巴図）が就任した。 

本文書は、まさにこの頃、シンバルガ左翼
旗のアムガラン（阿木古郎）という行政の中
心地において地域住民代表が決定・作成した、
地域の行政末端組織・官吏名簿である。その
特徴として挙げられるのは、地域の行政末端
組織として、清朝の八旗制に由来する編成と
官職を復活させている点にある。1932 年に
成立した満洲国のもとでフルンボイル地域
は「興安北省」と定められるが、シンバル
ガについては、清朝時代から続く「新巴爾
虎左翼旗」「新巴爾虎右翼旗」の基本的な官
制は引き継がれ、満洲国時代を経てもなお、
佐領体制というべきものが機能していた可
能性が明らかになった。 
 
 ③ホルチン（科爾沁）右翼前旗（通称札薩
克図旗）からみた 20 世紀内モンゴルの近代
化過程とその特質を明らかにした。当該旗は、
清代ジリム盟の中部、大興安嶺南麓索岳爾済
山の南に位置し、西北部には山岳地帯、東南
部は大興安嶺を主流とする河川が横断する
平原地帯広がる地域である。民国初期の王爺
廟は、百戸程度の小さな集落であった。しか
し、満洲国建国以降、モンゴル特殊行政区域
としての興安総署の設置、帝政ロシア時代か
ら引き継がれた鉄道網の発達、日本の対ソ軍
事戦略等、ノモンハン・ハルハ河戦争の勃発
等を経て、1930年代半ばより東部内モンゴル
における軍事、政治、文化、教育の中心地と
定められ、モンゴル人の中等教育機関や各種
学校、成吉思汗廟の建設などが進められ、内
モンゴル各地から様々な人材が集う場所と
なった。おそらく東部内モンゴル地域ではじ
めて近代的意味をもつ都市化が進められた
地域であると言える。 

満洲国崩壊後もホルチン右翼前旗は、モン
ゴル・ナショナリズム、政治勢力のヘゲモニ
ー争い、内モンゴル革命史上における人的ネ
ットワーク、マスメディア、軍事、政治、教
育の中心として、歴史的変革の舞台となった。
1947 年 5月 1日、中国共産党は王爺廟にて内
モンゴル自治政府の成立を宣言し、政庁所在
地となった同市は 11月 28 日、モンゴル語で
「赤い都市」を意味する「ウランホト（烏蘭
浩特）市」と改称された。 

20 世紀内モンゴル史のなかのホルチン右
翼前旗は、その地理的条件と地政学的価値な
どが絡み合い、モンゴル民族運動史、移民史、
植民地史、教育史、都市史、経済史、軍事史

などが交錯する特徴を持っていたといえる。
戦後のドラスティックな政治変動期におい
ては、ソ連・モンゴル軍、中共といった政治
勢力の戦略拠点となるとともに、中華人民共
和国成立前夜における内モンゴル政治の重
要な拠点となった。ホルチン右翼前旗を拠点
として構築されたモンゴル人ネットワーク
は、当時の内モンゴル政治に大きな影響を及
ぼしていたことがわかる。 
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